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ＪＲの駅及び車内完全禁煙化のお願い


兵庫県喫煙問題研究会　


会長　瀬尾　攝（前兵庫県医師会長）

　本会は、人々をタバコの害から守るために具体的に行動する兵庫県民の集まりとして、平成１３年に設立されました。現在、会員は百余名で、医療・教育関係者やジャーナリスト、一般市民が含まれます。本会の活動については、会のホームページ（http://notabako.hp.infoseek.co.jp/）をご覧下さい。

　さて、本年５月１日より受動喫煙防止を定めた「健康増進法」が施行され、我が国の交通機関での喫煙対策も先進国に並になると、大いに期待しております。しかしながら現状では、交通機関での禁煙が関東の私鉄で進んできているにも関わらず、関西の私鉄においては実施されていません。従って、本会では以下に挙げた項目についての改善を貴社に強く要望します。

駅ホームの喫煙所

　関東では、健康増進法を守り、私鉄各線が、駅構内を完全禁煙化し、灰皿をすべて撤去しました。関西では、いまなお駅ホームに喫煙所が残っております。ここままでは、そばを通行したり、風向きで煙が来たりすることにより、受動喫煙の被害が防げません。また、有害な煙を避けようとした人が、ホームに転落する危険もなきにしもあらずです。

喫煙車両および有害な煙の持ち込みによる受動喫煙被害

　喫煙車両があると、その車両、及び近隣の車両に乗っている乗客に、受動喫煙の被害が及びます。車内の乗客のみならず、通過する乗務員や車内販売の社員が、深刻な健康被害を受けることになります。

車外の喫煙においても、ホームの乗車ドア近くでタバコを吸う喫煙者は肺の中に有害な煙を多く残したまま車両に乗り込むことになり、密室の車内に有害物質をばら撒いています。

喫煙車両は長距離列車に設けられているようですが、国際線を含め飛行機内は完全禁煙になっています。鉄道でできないはずはありません。

喫煙マナー放送の無効性

ホームでの再三の喫煙マナーに関する放送にも関わらず、喫煙場所以外で喫煙する利用者が多く、それをホーム上の殆んどの社員は見て見ぬ振りをしている現状です。そのような喫煙者はホーム上や線路にポイ捨てをする傾向（注）にあり、清掃の必要性、さらには運賃の上昇につながっていると考えられます。喫煙所を設けてタバコを許容し、マナーを守らせることは、不可能に近いと思われます。

（注）
新設の加古川駅高架ホームにおける多くのポイ捨ての多さからも、喫煙者の最近の動向がうかがえます。
タバコ臭い乗務員

　車内巡回乗務員の制服や呼気が殆どの場合タバコ臭いのが、大変不快です。乗務員がタバコ臭いのは、自ら喫煙するという理由だけでなく、喫煙車両を通るから、職場で同僚の受動喫煙にさらされているからなど、さまざまな原因が考えられます。これは、一時的に車内で過ごす客以上に、毎日のように働く乗務員の健康にとっては、深刻な問題であります。

社員への禁煙に向けた支援

　喫煙する社員についても、わたしたち乗客は、不安を感じております。喫煙者は、医学的にはニコチン依存症という薬物患者であることが分かっています。実際、喫煙者は事故や自殺や犯罪やうつが多く、精神的に不安定です。タバコに左右されない安定した精神状態で、安全運転に努めていただきたいと思います。そのためには禁煙にチャレンジしている時でも安全運転に支障をきたさない医学的サポートが必要です。タバコは癌だけではなく、心臓病や呼吸器疾患脳卒中をはじめ、万病のもとです。健康に不安のある喫煙乗務員の禁煙支援体制を整えることが、貴社にとって、大変重要であると考えます。

私たちの要望

以上の点から、我々は乗客やＪＲ社員を含めたすべての関係者の健康のため、ＪＲでも、健康増進法を遵守し、駅構内、及び、車内での完全禁煙化が行われることをお願いします。喫煙対策が遅れた日本でも、ＷＨＯ（世界保健機関）で最近採択された「タバコ規制枠組み条約」を踏まえ、喫煙そのものを削減する方向に向かわざるを得なくなることはすでに明らかです。WHO（世界保健機関）では、「受動喫煙に安全なレベルはない」と明言しております。「喫煙は個人の嗜好」などという時代錯誤的な発想から脱却し、安全で安心な運行、快適な環境作りのために、ご英断下さい。

　なお、この要望への回答は書面にて、６月３０日までに、本会の私書箱（〒656-0190　緑郵便局私書箱6号　兵庫県喫煙問題研究会）にお送りください。法律上、貴社に健康増進法の履行義務がありますので、具体的な回答をお願い申し上げます。

